
○　本校の概要 令和8年3月31日

 

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６
０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 B

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。
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・教科担任制の充実と校内研究の推進を通して、教
師力の向上を図っている。教科担任制により、教員
一人ひとりが専門性を生かした授業づくりに取り
組み、教材研究がより深まり、授業の質が高まって
いる。

・様々な改革により教師同士が高め合う風土が育
ち、学校全体の授業力向上につながっている。

・おおたの未来づくりにおける協同的な授業への取
り組みや低学年でも校外との関わりやクラス横断
の活動など充実した学習を検討・実行されていると
考えています。

・よく頑張っていますが、もう少しポイントが上がる
ように願います。

②教職員がそれぞれの専門性を生か
したり、地域の特色を生かしたりして
教育活動を行っている。

２：
全て
60
%
以
上

4

➊「先生は分かるまで教えてくれる」９６%　（昨比－１％）

➋「話し合いを通し学び合っていた」９３%　（昨比＋８％）

 　「授業の目標がよく分かった」９９％　　 　（昨比＋３％

➊授業の導入や展開の初めで、個別学習の時間を確保した
り、自分の興味関心を生かして学習を選択したりできるようにし
た。また、週末のセレクト学習や夏休みの自由研究・工作の取
組を通して、自らの興味関心や必要感に応じた個別最適な学
びや調べ学習の機会を設けた。協働的な学びの場面では、タ
ブレット端末や思考ツールを活用して互いの考えを共有し自ら
の考えを深める活動を積極的に取り入れた。

➋今年度の校内研究では、区独自教科「おおたの未来づくり」
のために、地域教材の発掘を学年ごとに実施し実践した。また
区教育研究会や区の年次研修者研修の代表として４名が授業
を実施した。

➌教職員の最終退勤時刻を20時目途とし、連続超過した教職
員には理由を聴取し、支援等による業務軽減を実施した。勤務
年数が３年未満の教職員にはメンターを個別に指定し、メンタ
ル面での相談や支援を実施した。学期末には成績処理や補習
の必要な児童への指導のために支障のない範囲の授業カット
を実施した。４年生以上の学年内教科担任制や計画年休を実
施した。男性の育児支援休暇取得者２名、病気休職者１名。

Ｃ

A

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

校内研究等の
OJTの充実を
通して、教師の
授業力を向上
させます。ま
た、質の高い
教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営
力を向上しま
す。あわせて、
教師がやりが
いをもって働
くことができ
る魅力的な環
境づくりを進
めます。

【児童】
➊学校生活アン
ケート
「先生はあなたが
分かるまで教えて
くれる」
で肯定的回答をし
た割合

【保護者】
➋学校公開アン
ケート
「こども同士が話
し合う活動を通し
て、自分の考えを
深めたり広げたり
していたか」

「授業の目標がよ
くわかるもので
あった」
で肯定的回答をし
た割合

4

①児童・生徒一人ひとりの可能性を
引き出す個別最適な学びと協働的な
学びの一体的な充実の視点による授
業改善を行っている。

４：

全て
80
%
以
上

 ➊「先生はほめてくれる」９７％（昨年度比±０%）
　　（★全国調査より16％高値、昨年度比＋９％）
　 「自分のよさがわかる」９３％（昨年度比−２％）
　 「運動をたくさんしたい」９１％（昨年度比ー２％）

➋「心豊かに成長している」９４％（昨年度比＋２％）
　 「家庭学習をしている」９３％（昨年度比＋３％）
 　（昨年度比は高学年＋６％・低学年±０％）
　 「健康増進の取組をしている」８１%
 　（昨年度比は高学年＋６%・低学年−１%）

➊各学期初めに「エール旬間」を実施し、全教職員で児童の
日々の小さな努力や成長をほめてエールを送り、自己肯定感
を高めることに努めた。一人一役の当番活動や帰りの会の「今
日のきらり」など自己有用感を高める取組も全学級で実施し
た。「おはなしクレヨン」や池上図書館との連携による読み聞か
せも豊かな心の醸成に大きく寄与していると感じる。

➋算数では低学年からの習熟度別や少人数での指導、補習教
室、担任による「残勉」などで基礎力の定着に努めた。「タブド
リ」は単元ごとの復習が個々のペースで進められるように声掛
けや場の設定をした。漢字検定では、合格率の高い学級の取
組を「漢検虎の巻」として集約して全担任が活用した。また、宿
題の他にタブレットで過去問を自主学習できるように配信した。

➌ロング昼休みや１校３取組（マラソン・短縄・長縄）、体力テス
トの異学年合同実施、運動会での団体種目や短距離走の得点
化などにより児童の運動への意欲喚起に努めた。都の体力テ
ストの総合点は昨年度自校比９ポイント上昇、東京都比１３ポイ
ント高位。「早寝・早起き・朝ごはん＋ピカピカ歯みがき＆スト
レッチ」で取り組んだ成果で、長座体前屈は東京都比１５ポイン
ト高値。シャトルランは東京都比３１ポイント高値（昨年度自校
比１０ポイント高値）で飛躍的に向上した。

❹週一度１年生の学級に幼児教育センターから職員が派遣さ
れ、担任と共に指導に当たり連携を深め、指導に生かすことが
できた。また、中学校との連携では、今年度新たに「駅伝大会」
の前に陸上部の生徒に手本を示してもらいアドバイスを受ける
試みを行い、効果的であった。また、コロナ禍前に実施していた
授業体験を実施した。

・３年生以上の補習教室では、算数の少人数指導を
担当している先生を中心に、きめ細やかな指導を
行っている。一人ひとりのつまずきや理解の状況を
丁寧に把握し、その子に合った課題や説明の仕方を
工夫しながら、基礎・基本の定着を図っている。

・心身の育成を重視され、また係活動もユニークな
設定など、各クラスで工夫されていると感じます。

・道徳科においてはプログラムのみではなく、先生
の意図が児童に浸透しているか醸成されているか
という観点で評価できるフィードバックのループが
できると良いと考えます。

・もう少しポイントが上がるように頑張ってくださ
い。

②学習習熟度に応じた指導や個に応
じた学習支援、各種検定の実施を通
して、すべてのこどもに確かな学力の
育成を図っている。 3

３：

全て
70
%
以
上

④乳幼児期から中学校まで円滑な接
続を行うため、保幼小の連携や小中
一貫の視点に立った教育を行ってい
る。

4
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２：

全て
60
%
以
上

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生
きていく上で
基礎となる力
として、豊かな
心や確かな学
力、健やかな
体を育成しま
す。また、乳幼
児期から中学
校までの一貫
性のある教育
を推進します。

①道徳科を中心とした各教科等での
学習などを通じて継続的に道徳教育
を実施し、豊かな情操や道徳心の育
成を図っている。 4 【児童】

➊学校生活アンケー

ト
「先生はあなたのよ
いところをほめてく
れる」

「あなたには、よい
ところがある」

「運動をたくさんし
たいと思う」
で肯定的回答をした
割合

【保護者】
➋教育活動に関する

アンケート
「我が子は、友達と
関わったり、本を読
んだりすることを通
して心豊かに成長し
ている」

「我が子は、宿題な
どの家庭学習に取
り組んでいる」

「我が子は『早寝早
起き朝ごはん旬間』
などを活用して健康
増進に取り組んでい
る」
で肯定的回答をした
割合

③体育や保健体育の授業など様々な
機会を通して、健康教育や食育を推
進し、基本的な生活習慣の確立を
図っている。 4

・昨年度の外国語指導における課題を真摯に受け
止め、本年度はその改善に向けて組織的・計画的に
取り組んだことは素晴らしい。模擬授業後に成果と
課題を共有し合いながら改善策を積み上げられた
ことと思う。ALTとの役割の見直しや連携強化など
継続的な努力を評価する。

・ALTや英語話者との日常的な交流があることは
望ましいと考えます。まだ抵抗感や苦手意識をもつ
子は多いと思われ、向上することを期待します。逆
の観点で言えば日本語の追い付かない児童・保護
者にとって「インクルーシブ」であるかも。重要な指
標だと考えます。

・全国的に英語はレベルが上がっているが、理科、
数学、がややポイントが低いので工夫を考えてくだ
さい。

・「ごみ〇」を児童たちもPTAやおやじの会もずっと
進めていて、継続していることをうれしく思います。

②我が国や郷土の伝統や文化の学
習、人権教育を推進し、自分とは異な
る文化や価値観をもつ相手を理解
し、互いに尊重し合う心の育成を図っ
ている。

4

２：
全て
60
%
以
上

１：
いず
れか
でも
60
%
未
満

3

3

➊「英語の勉強が好き」８０％ （校内調査）
　★全国学力学習状況調査で設問がなかったため校内調査を
実施した。

➋７９％（昨年度比－１％）

➌９９％（昨年度比＋５％）

➊昨年度、本項目の成果評価のみが「２」であったことを受け、
本年度は４月に校内研修で全教員が外国語指導の模擬授業
を実施するとともに、担任が主担当でALTがサブを務める授業
展開を全学級で実施した。担任が楽しい授業をめざし研鑽に励
んだ結果、成果は出てきたが、教員からは負担軽減の要望が
多く寄せられた。ALTによる毎朝のグリーティングタイムや英語
ランチの取組も実施した。

➋地域との連携は本校の伝統的な特色として大切に継続して
いく。引き続き地域行事への児童の参加を促したり学校として
協力したりすることを通して地域の様々な人々との関わりの中
で郷土愛や他者理解を深める。今年度は、地域清掃で「吞川
の会」と連携したり、町会の文化祭に作品を出品するのに加
え、希望児童の寄席への参加も予定している。

➌３年生以上の総合的な学習の時間にSDGSについて段階的
に調べ学習を実施した。「池二フェスティバル」をごみを出さな
い内容にしたり、給食で残菜を減らす取組をしたりした。４年生
では企業や大田区環境公社と連携した新たな取組を実施し
た。

４：
全て
80
%
以
上

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

英語での実践
的なコミュニ
ケーション能力
を高めるとと
もに、我が国や
郷土の伝統文
化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態
度を育成しま
す。また、国際
社会・地域社会
に関心をもち、
持続可能な社
会を形成して
いく態度を形
成します。

①外国語教育指導員の活用などによ
り、英語に慣れ親しみながら会話をす
る機会を増やし、英語力やコミュニ
ケーション能力の向上、豊かな国際感
覚の育成を図っている。

4

【児童】
➊全国学力学習状況

調査
「英語の勉強は好
き」

「英語の勉強は大切
だと思う」

で肯定的回答をした
６年生の割合

➋学校生活アンケー

ト
「将来、積極的に英
語を使うような生活
をしたり職業につい
たりしたいと思う(３
～６年生)」
で肯定的回答をした
割合

【保護者】
➌教育活動に関する

アンケート
「学校は、地域の活
動や行事に協力した
り、地域の特色を生
かした教育活動を
行ったりしている」
で肯定的回答をした
割合

③現代社会における地球規模の課題
を自分事として捉え、その解決に向け
て考え、行動する力の育成を図って
いる。 4

4

③情報技術を適切に活用した授業の
実施を通して、情報活用能力の育成
を図っている。 4

３：
全て
70
%
以
上

２：
全て
60
%
以
上

１：
いず
れか
でも
60
%
未
満

学校関係者記入欄

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

社会の様々な
課題を自分事
として捉え、主
体的に考え、他
者と協働し、問
題解決してい
く意欲や、予測
困難な未来社
会を切り拓い
ていくために
重要な創造力
や課題解決
力、情報活用
能力を育成し
ます。

①STEAM教育等の教科等横断的な
学びや科学教育を推進し、課題解決
力や新たな価値を創造する力の育成
を図っている。 4

【児童】
➊大田区調査

「コンピューターやイ
ンターネットを活用し
て情報収集し、自分の
考えをまとめたり発
表したりすることがで
きる」
で肯定的回答をした
６年生の割合

➋学校生活アンケート

「出された問題を自分
で考え解決したいと
思う」

「友達と話し合って自
分の考えを深めたり
広げたりしている」
で肯定的回答をした
割合

【保護者】
➌教育活動に関する

アンケート[家庭では
「SNS池上第二小学
校のルールを守って、
タブレットやSNSを使
用している」で肯定的
回答をした割合

4

➊９０％
　★区の目標値６０％（昨年度比＋３％）

➋「自分で考える」９７％（昨年度比＋２％）
　 「友達と話し合う」９９％（昨年度比＋４％）

➌８９％
　★設問の変更を実施
　教育活動に関するアンケートの項目
　「我が子はタブレット端末を活用して学習に取り組んでいる
(１・２年生)」
　「知りたいことを調べることができる（３〜６年生）」を変更し
た。

➊独自教科「おおたの未来づくり」を校内研究に定め、コミュニ
ティ・スクールで相談して授業パートナーを発掘し、協力を得て
５・６年生の児童の課題解決力を教科を横断して推進すること
ができた。５年生では「〇〇が行きたくなる公園をつくり隊！」、
６年生では「地域のPR動画の制作」を実施した。区の公園課に
提案書を提出し、プレゼン日に来校してもらい指導講評を受け
ることもできた。日々の授業では、授業の開始時にめあてをも
たせ、終了時に振り返りをさせるようにしている。

➋「本物から学ぶ」を実現するために、積極的に外部人材を招
聘して体験的な学習を実施した。デジタル大臣やJR東日本の
社長など卒業生の関係で御協力いただけることを大切にしてい
きたい。また池二フェスティバルや学芸会などの行事や日々の
授業で協働的な学びを推進した。

❸全校でタブレット端末を文房具として活用することに継続して
取り組んでいる。管理職は児童がタブレット端末を活用する授
業を全学級年３回以上参観し、教員の授業力の向上に努め
た。

・いろいろと工夫をして良く頑張っています。

・ドリームプロジェクトやおおたの未来づくりのプロ
グラムはとても良い取り組みだと思います。子供の
ころから本物に触れることは大切だと思います。

・授業の中に地域の方々や保護者の方々のお力を
積極的に取り入れている。専門的な知識や経験を
もつ方々にご協力いただくことで、子供たちは教科
書だけでは得られない「本物」に触れる学びを体験
することができた。地域の歴史や自然、職業の話な
ど身近で具体的な内容に触れることで、学習への
関心や意欲が高まった。

・１年生もしっかりとタブレットを使っていてだんだ
ん使いこなせるようになっていることに驚きます。
時代に合う教育は先生方の努力によって成されて
いるものと思います。

・社会との関わりを軸とした教科横断的な学習や校
外の方々からの多様なインプットなど、非常に充実
していたと考えます。一方でタブレットの定着も相
まってか調べ物をインターネット上の情報に依存し
がちではないかと懸念しています。辞書の引き方、
書類の探し方など知らない子も多い印象です。

②学校内外での様々な体験活動や自
己評価する習慣づくりを推進し、自ら
考え判断する力や、他者と協働してい
く力の育成を図っている。

令和７年度　大田区立池上第二小学校　自己評価　報告書

                                           ●児童数488名　　学級数２０（各学年３クラス及び特別支援学級２クラス）　　教職員２７名
                                           ●大田区の中央に位置し、住宅の多い落ち着いた環境の中にある。親子３世代が池二小出身という児童が他校に比べて多く、地域に根差し、地域に温かく見守られてきた歴史と伝統がある。
                                           ●市野倉南町会、堤方東町会、中央八丁目町会の３町会との関わりが深く、ＰＴＡやおやじの会、保護者や地域の方による読み聞かせや図書のボランティア活動が活発である。
                                           ●一昨年の１月、開校９５周年の創立記念日にコミュニティ・スクールを立ち上げ、「地域の中の学校」として、保護者や地域に信頼される学校を目指している。
                                           ●学校経営の重点に【協育】「安心・安全で楽しい学校」を皆で創造」を掲げ、地域・家庭・学校が共に協力し、笑顔とあたたかさあふれる未来を創り出す人財（児童）の育成に努めている。
　                                    　　★池二小の目指す児童像を「いっしょに学ぶ　池二の子」「けんこうな心と体　池二の子」「にこにこあいさつ　池二の子」の合言葉として、「知」「徳」「体」のバランスのとれた児童の成長を促している。
　         　　　　　　　　　　　　　　　　 今年度の校内研究では、区の独自教科「おおたの未来づくり」の本格実施にあたり、「地域の創生」と「ものづくり」に焦点をあて、下学年での素地づくりや教材開発、地域との連携を推進していく。
　　　　　　                                 また、今までの校内研究で培ってきた授業のユニバーサルデザイン化や読書活動・家庭学習の取組を継続し、「基礎・基本を身に付け、主体的に学習に取り組む児童の育成」を推進している。

大項目 方向性 取組内容 取組指標
取
組
評

目標に対する成果指標 成果評
価

これまでの取組
今後の改善策
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１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高
まっている」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっ
ている」と回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員
が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回
答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答し
た。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：

90
%
以
上

・町会長を中心に、地域の皆様が学校教育に大変、
協力的である。行事や見守り活動、防災訓練などに
積極的に参加し、防災訓練などに積極的に参加し、
こどもたちの成長を温かく支えてくださっている。

・学校と地域が日常的に連携し、情報を共有しなが
ら協力体制を築いている。地域ぐるみでこどもを育
てようとする風土がしっかりと根付いている。

・学校運営協議会を母体として「九九マスター教室」
と「ガーデンサポーター」が立ち上がり、地域と学校
が連携した新たな取組が順調に進んでいる。

・日々のパトロールで通学路の危ないところを確認
でき、周知できるよう、今後も注意していきたいで
す。

・地域の人への挨拶はなかなか難しいと思います。
校内で大人に挨拶できる児童は少ないと感じてい
ます。

・通学や行事などにおいて地域との関わりは非常に
充実していると感じる。一方で公園での遊び方、ご
みの投棄、万引き事案等、校外、放課後の行動につ
いて方々から話が入る状況は憂慮される。全件の
対処が難しくとも、注意喚起・意識づけが継続して
必要だと考えます。（保護者を含めて）

②登下校の見守り活動等の、児童・生
徒の健全育成や安全指導に係る取組
を地域の協力により実施している。 4

３：
80
%
以
上
90
%
未
満

２：
70
%
以
上
80
%
未
満

１：

70
%
未
満

4
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連
携
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と
し
て
の
学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニ
ティの核として
の学校づくり
や地域の特色
を生かした学
校づくりを進
めるとともに、
学校・家庭・地
域が連携・協働
して、地域社会
全体でこども
たちを育成し
ます。

①「地域コミュニティの核としての学
校づくり」を目指して地域と学校が連
携・協働した様々な活動を実施してい
る。 4

【児童】
➊学校生活アン
ケート
「地域の人に挨拶
をしている」

「地域や社会をよ
くするために、み
んなで使う公園な
どを誰もが気持ち
よくなるように
使っている（４〜６
年生）」
で肯定的回答をし
た割合

【保護者】
➋教育活動に関す
るアンケート
「家庭では、挨拶
などの基本的な生
活習慣やマナーに
ついて躾をしてい
る」
「家庭では、学校
行事や地域行事に
積極的に参加して
いる」
で肯定的回答をし
た割合

③家庭教育に関する情報の発信や
PTAなどと連携した講演会・学習会、
またはその双方を実施している。 4

・以前より向上していてよいです。

・安全・安心な学校づくりのために、校長のリーダー
シップのもと、教職員が組織的に見守りや安全点検
を実施している。日常的な巡視や定期的な施設設
備の点検を丁寧に行い、課題が見つかった際には
速やかに改善につなげている。

・制限・条件のもとで安全に楽しむこと、活動を充実
させることという点で学校の理解・協力は大きかっ
たと考えます。運動会の開催方法について等、子ど
もたち自身や担任の先生方の声を伺えたことも大
変、有意義でした。

②避難訓練や安全指導日などを通し
て、危険や災害に対する教育を関係
機関と連携しながら進めている。 4

３：
80
%

以上
90
%

未満
２：
70
%

以上
80
%

未満

１：
70
%
未
満

4

●「学校は安全な環境づくりをしている」99％
　　　　　　　　　　　　　　　　　（昨年度比＋15％）

➊校舎の外壁工事中だが、大幅に評価が向上した。運動会や
学芸会なども保護者の理解と協力を得て大きな混乱なく実施で
きた。事前にCS会議やPTA執行部の皆様に相談にのっていた
だいたおかげでもある。体育館裏の死角は、CSからの要望が
通り、区に改善していただけることとなった。

➊図書ボランティアと図書委員会児童の連携による学校図書
館や図書コーナーの掲示や展示の充実。CSのガーデンサ
ポーターと栽培委員会児童の連携。食育コーナーや算数室後
方の体験活動コーナーなど充実に努めた。また夏休みに児童
のタブレット端末の点検・整備を実施し、２学期以降の活用の
推進が図れた。

➋月１回の避難訓練を区の防災課や消防署と連携し様々な
ケースを想定して実施した。授業以外にもおやじの会の「お泊
り防災体験」では希望する児童が参加し防災への意識と知識
を深めた。また警察署や企業と連携して不審者や連れ去り防
止、交通安全などの安全教育をロールプレイや実地訓練を通
して学ばせた。

Ｄ

個
別
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標
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軟
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学校施設につ
いて、ICT環境
等の教育環境
の整備を推進
するとともに、
児童・生徒の安
全・安心を向上
させるための
教育を推進し
ます。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・
安全な学校生活づくりを踏まえて、学
習環境を整備している。 4

【保護者】
●教育活動に関す
るアンケート
「学校は施設整備
や熱中症予防対応
などに努め、こど
もが安全に生活で
きる環境づくりを
している」
で肯定的回答をし
た割合

４：
90
%
以
上

４：

90
%
以
上

・児童も頑張って学校を楽しんでよいです。

・いじめや不登校などさまざまな悩みを抱える児童
に対し、校長を中心とした組織的な支援体制が確立
されている。

・管理職がリーダーシップを発揮し、担任や専科教
員、養護教諭、関係機関と連携しながら、情報を共
有し、迅速かつ丁寧に対応している。

・学校は楽しいと思えることが一番だと思います。
いじめを見極めるのはとても難しいと思います。子
どもたちの年に近い教員の方も多いので気持ちを
分かってあげられるように思います。

・いじめ、トラブルや児童個人の課題は原因・影響も
様々で防止が難しいケースも多々あると理解しま
す。事後の対応、保護者や関係者との連携が各先生
方の経験・能力に依存せず、当事者の納得を得られ
るサポートを期待します。

②学校いじめ防止基本方針に沿っ
て、いじめの未然防止、早期発見、早
期対応等のための組織的な対応を実
施している。

4

３：
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%
以
上
90
%
未
満

２：
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%
以
上
80
%
未
満

１：

70
%
未
満

4

➊「学校は楽しい」９４％（昨年比－３％）

　  ★全国調査より21%高値 （昨年比＋８％)

　　「学校に相談できる大人がいる」　92%

                                           　       （昨年比ー１％)

➋「我が子は楽しく学校に通っている」９６%

　　　　　　　　　　　　　　　 　　(昨年度比±０％)

❸「学校は児童の様子や保護者の相談を受け止めて対応して
いる」９５％　　　　　　　　　　　  （昨年度比＋５％）

➊特別支援や児童理解に関する教員研修を学期に１回以上実
施するとともに、毎週末には生活指導に特化した職員連絡会を
開催し、情報共有を通して指導方針の確認や多面的な児童理
解を図っている。また巡回心理士やスってクールカウンセラー
が各教室を定期的に参観し、気になる児童への支援や指導の
留意点について助言を受けている。

➋毎週末に対面で生活指導夕会を開催し、児童の問題行動等
の共通理解を図り、早期解決や適切な指導を組織的に推進し
ている。いじめの認知件数は１月末現在で272件。昨年度より
144件増加。微細ないじめも見逃さずに対応するようになった。
３か月継続観察案件は校長が月末に保護者に確認し、継続案
件は０件。重大事案も４年間連続で起きていない。不登校傾向
の児童６名については毎月対策委員会を開催し、アプローチを
検討した結果、４名の登校が増えた。

❸スクールカウンセラーの相談件数は１月末でのべ●●●件
で相談枠が足りないくらい活用できている。スクールソーシャル
ワーカーは２件の事例で相談中。今年度は、区福祉課主催の
重層的支援会議や児童相談所、少年センターなどと連携し継
続して対応中の事案が２件加わっている。できるだけ複数で相
談にあたり多角度から対応すること及び寄り添い傾聴することに努
めている。

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
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た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひ
とりの状況に
あわせて教育
環境を整える
とともに、相談
機能の充実を
図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らし
くいきいきと
生きるための
学びを支援し
ます。

①インクルーシブ教育システムの構築
に向けて、教員の資質・能力の向上や
校内における支援体制の充実、特別
支援教室巡回指導教員との連携等を
行っている。

4

【児童】
➊学校生活アン
ケート
「学校は楽しい」

「学校には困った
ときに相談できる
大人がいる」
で肯定的回答をし
た割合

【保護者】
➋教育活動に関す
るアンケート
「我が子は、楽しく
学校に通ってい
る」

「学校は、こどもの
様子や保護者から
の相談を受け止め
て対応している」
で肯定的回答をし
た割合

③スクールカウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーとの連携等、児
童・生徒・保護者が相談しやすい環境
を整備し、一人ひとりの能力や可能
性を最大限に伸ばすことを意図した
指導や支援を行っている。

4

・教科担任制の充実と校内研究の推進を通して、教
師力の向上を図っている。教科担任制により、教員
一人ひとりが専門性を生かした授業づくりに取り
組み、教材研究がより深まり、授業の質が高まって
いる。

・様々な改革により教師同士が高め合う風土が育
ち、学校全体の授業力向上につながっている。

・おおたの未来づくりにおける協同的な授業への取
り組みや低学年でも校外との関わりやクラス横断
の活動など充実した学習を検討・実行されていると
考えています。

・よく頑張っていますが、もう少しポイントが上がる
ように願います。

②教職員がそれぞれの専門性を生か
したり、地域の特色を生かしたりして
教育活動を行っている。

２：
全て
60
%
以
上

１：
いず
れか
でも
60
%
未
満

4

➊「先生は分かるまで教えてくれる」９６%　（昨比－１％）

➋「話し合いを通し学び合っていた」９３%　（昨比＋８％）

 　「授業の目標がよく分かった」９９％　　 　（昨比＋３％

➊授業の導入や展開の初めで、個別学習の時間を確保した
り、自分の興味関心を生かして学習を選択したりできるようにし
た。また、週末のセレクト学習や夏休みの自由研究・工作の取
組を通して、自らの興味関心や必要感に応じた個別最適な学
びや調べ学習の機会を設けた。協働的な学びの場面では、タ
ブレット端末や思考ツールを活用して互いの考えを共有し自ら
の考えを深める活動を積極的に取り入れた。

➋今年度の校内研究では、区独自教科「おおたの未来づくり」
のために、地域教材の発掘を学年ごとに実施し実践した。また
区教育研究会や区の年次研修者研修の代表として４名が授業
を実施した。

➌教職員の最終退勤時刻を20時目途とし、連続超過した教職
員には理由を聴取し、支援等による業務軽減を実施した。勤務
年数が３年未満の教職員にはメンターを個別に指定し、メンタ
ル面での相談や支援を実施した。学期末には成績処理や補習
の必要な児童への指導のために支障のない範囲の授業カット
を実施した。４年生以上の学年内教科担任制や計画年休を実
施した。男性の育児支援休暇取得者２名、病気休職者１名。

Ｃ

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

校内研究等の
OJTの充実を
通して、教師の
授業力を向上
させます。ま
た、質の高い
教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営
力を向上しま
す。あわせて、
教師がやりが
いをもって働
くことができ
る魅力的な環
境づくりを進
めます。

【児童】
➊学校生活アン
ケート
「先生はあなたが
分かるまで教えて
くれる」
で肯定的回答をし
た割合

【保護者】
➋学校公開アン
ケート
「こども同士が話
し合う活動を通し
て、自分の考えを
深めたり広げたり
していたか」

「授業の目標がよ
くわかるもので
あった」
で肯定的回答をし
た割合

③教職員の業務適正化等に取り組
み、児童・生徒に教員が向き合う時間
を確保する等、ウェルビーイングを高
める取組を行っている。

4

4

2

Ｃ

2

Ａ

Ｂ

1

➊「地域の人に挨拶している」９３％（昨年比－２％）

　「公園などを誰もが気持ちよくなるよう に使っている」９７％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昨年比＋７％）

➋「家庭では生活習慣やマナーの躾を している」９８％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昨年比＋１％）
　「家庭では学校や地域の行事に積極的に参加している」８8％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昨年比＋３％)

➊本校の最大の強みは、地域の皆様に温かく見守られ、支え
ていただいていることである。児童は地域やPTA・おやじの会の
魅力的な行事に積極的に参加し、人とのふれあいや関わりの
中で育つことができている。今後も地域や家庭との連携を深
め、児童の地域行事への参画意識や貢献度を高めることで未
来を担う社会性を培っていきたい。

➋コミュニティ・スクールで、、通学路の安全について情報共有
や協議を実施し、危険個所を実地踏査して警察署および教育
委員会に要望書を提出した。また、日々の児童の地域での様
子を学校に知らせていただくことで、早期の対応を図ることがで
きている。、児童には安心・安全な町づくりに「明るい挨拶」で貢
献させたい。

❸道徳授業地区公開講座と情報モラル講習会は、公開授業や
保護者会の前後に実施したため、３０人以上の保護者に参加し
てもらうことができた。体育健康推進講座や学校保健委員会も
方法を工夫していく。
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